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公募型プロポーザル結果一覧 

 

業務名 

（又は調達物品の名称，規格及び数量） 

令和８年度広島県社会的養護自立支援拠点事業 

業務場所 

（又は納入場所） 

広島県内 

履行期間 

（又は納入期限） 

契約締結日から令和９年３月 31日まで 

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
結
果 

商号又は名称 評価値 選定結果 

特定非営利活動法人 どりぃむスイッチ 

 

614/875 
◎ 

社会福祉法人 救世軍社会事業団 

 

492/875  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

※ 公募型プロポーザル参加者の評価基準に基づく評価項目別の総合値を別記様式第６号の２により

作成し添付すること。 

※「選定結果」欄は、決定された者の欄に◎を記載すること。 

 

 



評価基準に基づく評価項目別の総合値 

評価項目 配 点 

参加者別評価値 

特定非営利活動法人 

どりぃむスイッチ 

社会福祉法人 

救世軍社会事業団 

〇本事業の目的を達成するために十分な実績があるか。また、安定

した事業の実施を期待できるか。 
70 60 46 

〇社会的養護経験者等が抱える課題やニーズ等を理解した上で，

受注者が担うべき役割の認識及び事業運営方針が的確に示されて

いるか。 

70 58 46 

〇相互交流の場の提供 

・対象者が意見交換等を行う上で安心して過ごすことができるた

めの環境が具体的に示されているか。 

・受注者が主体となって相互交流する機会の企画・実施が期待でき

るか。 

70 54 48 

〇支援計画の策定 

・対象者の意向を十分に踏まえ、対象者が主体的に取り組むことが

できる支援計画を策定するための取組が具体的に示されている

か。 

・支援計画の策定及び進捗状況等に応じた計画の改善にあたり、関

係機関との連携方法について具体的に示されているか。 

70 42 36 

〇相談支援 

・対象者の状況に応じた相談方法が具体的に示されているか。 

・対象者の相談に対して、自立に向けた具体的な支援体制が示され

ているか。 

70 44 34 

〇関係機関との連携 

・関係機関との連携の重要性及びそれぞれの関係機関の役割を理

解した上で、適切な連携を図る具体的な取組が示されているか。 

・関係機関に対して勉強会等を開催するなどして社会的養護経験

者等への支援の質の向上に努める姿勢があるか。 

70 54 40 

〇一時避難的かつ短期間の居場所の提供 

・対象者が自立するまでの間、安心して過ごすことのできる生活環

境の提供及び生活・就労上の相談支援が実施できる具体的な体制

が示されているか。 

70 52 40 

〇自立支援コーディネーター（管理者）、生活相談支援員、就労相

談支援員は事業実施に必要な専門性及び経験を有しているか。 
70 50 36 

〇職員の確保及び資質向上に向け、研修等の人材育成に関する取

組が具体的に示されているか。 
35 23 19 

〇開設曜日，開設時間は対象者が利用しやすいものとなっている

か。（提案項目） 
70 44 38 

〇個人情報の取扱いに関する運用や対応が定められており、電子

データや文書等の情報管理を組織的に行う体制が示されている

か。 

70 44 38 

〇事業に関する各種報告が遅延なく実施されるとともに、事業全

体の進捗管理等を組織的に行う体制が示されているか。 
70 46 36 

〇対象者の安全が確保されるよう、緊急時の連絡体制やマニュア

ル等が定められ、実施できる体制が示されているか。 
35 22 18 

〇経費全体が事業目的を達成する上で適切に配分されており、所

要経費の明細が明白で妥当性があるか。 
35 21 17 

委員全員の評価値の合計 875 614 492 

 


